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▲特定美観地域に指定される

JR羽犬塚駅前商店街

９
月
２０
日
か
ら
「美
し
い
環
境
を
つ
く
る
条
例
」が
ス
タ
ー
ト

私
た
ち
の
行
動
が

美
し
い
環
境
づ
く
り
の
カ
ギ
で
す

９
月
２。
日
か
ら

「
筑
後
市
美
し
い
環
境
を

つ
く
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

空
き
か
ん
や
空
き
び
ん
、
た
ば
こ
の
吸

い
が
ら
等
が
道
ば
た
や
公
園
等
に
捨

て
ら
れ
、
街
の
美
観
を
損

い
、
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ば
し
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
は
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
ご
み
を
出
す
ル
ー
ル
を
守
り
、
環
境
保

全
や
美
観
の
保
護
を
心
が
け
、
美
し
い
環
境
を

つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
条
例
で
は
、
環
境
を
守
り
、
街
を
美
し
く
す
る
た
め
に
（
市
民
の
み
な

さ
ん
と
事
業
所
の
み
な
さ
ん
に
対
し
、
空
き
か
ん
や
空
き
び
ん
な
ど
の
散
乱
防

止
と
回
収
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
美
し
い
環
境
を

つ
く
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
の
行
動
が
カ
ギ
と
な

っ
て
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

こ
の
条
例

は
、
三
井
郡
北

野
町

で
、

罰
則

つ
き
と

い
う

こ
と

で
話
題

に
な

っ

た

「
ご

み
散

乱
防
止
条
例
」

と
同

じ
性

格

の
も

の
で
す
。
た
だ

し
、
筑
後
市

で

は
罰
則
を
設

け

て

い
ま

せ
ん
。

条
例

の
特
徴

と
し

て
、

つ
ぎ

の
四
点

を
定

め

て

い
ま
す
。

特

定

美

観

地

域

と

ご
み
持
帰
り
推
奨
区
域

団
特
定
美
観
地
域
の
指
定

〇
船
小
屋
観
光
地
区
　
Ｏ
Ｊ
Ｒ
西
牟
田
・

羽
犬
塚

・
船
小
屋
駅
の
駅
前
広
場

Ｏ
Ｊ
Ｒ
羽
犬
塚
駅
前
商
店
街
　
〇
つ
ぎ

に
掲
げ
る
、
ご
み
持
ち
帰
り
推
奨
区
域

通
行
の
多

い
所
や
、
市
の
玄
関
口
と

し
て
特
に
美
し
く
し
て
お
き
た

い
地
域

を

「
特
定
美
観
地
域
」
と
し
ま
し
た
。

こ
の
地
域
で
は
、
空
き
か
ん
や
吸

い

が
ら
等

の
ご
み
の
散
乱
を
防
止
す
る
よ

う
、
重
点
的
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

団
ご
み
持
ち
帰
り
推
奨
区
域
の
指
定

ｏ
井
原
堤
水
辺
公
国
の
区
域
　
〇
水
田

公
園
の
区
域
　
ｏ
紅
葉
ケ
丘
公
園
の
区

域
　

〇
中
央
児
童
公
園
（諏
訪
神
社
内
）

の
区
域
　
ｏ
窓
ケ
原
公
園
の
区
城

自
然
公
園
等
の
美
観
を
保

つ
必
要
の

あ
る
場
所
や
、
利
用
者
が
多
く
ご
み
が

散
乱
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
所
を

「
ご
み

持
帰
り
推
奨
区
域
」
と
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
自
宅
ま
で
ご
み
を
持
ち

帰

っ
て
も
ら
う
よ
う
、
訪
れ
る
人
た
ち

に
働

き
か
け

て

い
き
ま
す
。

自
動
販
売
機
設
置
届

９
月
２０
日
か
ら
受
付

日
自
動
販
売
機
の
設
置

自
動
販
売
機

の
設
置
者
ま
た
は
所
有

者

は
、
市

へ
届
出
を

し

て
、
回
収

用

の

容

器
等
を
置

い
て
、
ご

み
が
散
乱

し
な

い
よ
う
道
正

に
管

理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
り
ま
し
た
。

９
月

２。
日
か
ら
、
随
時
届
出
を
受
付

け
ま
す
。
新

し
く
自
動
販
売
機
を
設
置

す

る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
既

に
設
置

し

て

い
る
人
も
、
必
ず
環
境
課

に
届

け

て
く

だ

さ

い
。
　

父
本
社
内

の
販
売
機
等
、
特

定

の
人
が
対
象

の
も

の
は
除

き
ま
す
じ

団
立
看
板

の
設
置

立
看

板
を
立

て
る
場
合

は
、
屋
外
広

告
物
法
等

の
法
律
を
守

り
、
美
観

と
安

全
を
損

わ
な

い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば

な

り
ま

せ
ん
。

次

の
世
代

に
住

み
よ

い
環
境
を
残

す

た
め

に
も
、
私

た
ち

一
人

ひ
と
り
が
美

し

い
街
づ

く
り
を

し

て

い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

空

き
か
ん
や
吸

い
が

ら

の
散
乱

し

て

い
な

い
街
を

つ
く

る

こ
と
は
、
そ

の
第

一
歩

で
す
。　
一
人

ひ
と
り

の
行
動

で
、

美

し

い
筑
後
市
を

つ
く

っ
て

い
き
ま
し

ょ
う
。

こ
の
条
例

に
関
す

る
問

い
合

せ

は
環
境
課

（
奮
◎

４
１
１
１
内
線

３
７

２
）

へ
ど
う
ぞ
。
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市
立
病
院
の
薬
は

１０
月
１
日
か
ら
院
外
処
方
に

待
ち
時
間
を
解
消

調
剤
薬
局
で
は
、
薬
を
渡
す
だ
け
で

な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
の
投
薬

デ
ー
タ
を
管
理
し
、
正
し

い
薬

の
飲

み

方
な
ど
を
指
導
し
て
い
き
ま
す
。
　

一

院
外
処
方
は
、
医
薬
分
業
と
い
う
主

旨
で
厚
生
省
も
推
進
し
て
い
る
事
業
で

す
。市

立
病
院
で
は
、
薬
の
待
ち
時
間
が

長
く
、
こ
れ
ま
で
息
者
さ
ん
に
大
変
ご

迷
惑
を
か
け
て
い
ま
し
た
が
、
待
ち
時

間
の
解
消
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
し
か
し

一
方
で
は
、
院
外
処
方

は
患
者
負
担
が
少
し
高
く
な
り
ま
す
。

問

い
合

せ
は
市
立
病
院

（
奮
０

７
５

１
１
）

へ
。

献
血
に
協
力
を

ま
で
で
、
体
重
が
男
性
４５

ロキ
、
女
性
４。

ロキ
以
上
の
健
康
な
人
で
す
。

（問
合
せ
〕
福
祉
事
務
所

（
ａ
０

４
１

１
１
内
線
２
２
６
）

筑
後
市
立
病
院
で
は
、

１０
月
１
日
か

ら
、
外
来

の
息
者
さ
ん

へ
の
投
薬
を
、

「
院
外
処
方
」
で
行
う

こ
と
に
し
ま
し

た
。

「院
外
処
方
」
と
は
、
今
ま
で
病
院

の
窓
口
で
し
か
も
ら
え
な
か

っ
た

「
お

薬
」
を
、
お
近
く
の
調
剤
薬
局
で
も
も

ら
え
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

薬
は
、

市
内
外
を
問
わ
ず
、
ど

こ
の

薬
局
で
も
も
ら
え
る
よ
う
に
薬
剤
師
会

と
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

薬
剤
師

が

い
な

い

「
薬
店
」
で
は
調
剤
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、

薬
品
の
種
類
が
多

い
の

で
、

小
さ
な
薬
局
で
は
対
応
で
き
な

い

所
も
出

て
き
そ
う
で
す
。

取
扱

い
薬
局
は
、

広
報
１０
月
ュ
日
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
献
血
推
進
協
議
会
で
は
、
献
血
を

行

い
ま
す
。
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

（と
き

。
と
こ
ろ
〕
９
月
３。
日
④

▽
午
前
１０
時
～
午
後

０
時
半
＝
若
菜
公

民
館
　

▽
午
後
２
時
～
午
時
３
時
半
＝

Ｊ
Ａ
富
久
出
張
所

献
血
で
き
る
の
は
、

１６
歳
か
ら
６９
歳

都
市
対
策
課
で
は
、

空
き
家
市
営
住

宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

入 市

集 宅

〔団
地
名

・
家
賃
〕

▽
久
宮
団
地
　
１
種
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

ｏ
３
万

６
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
＝
１
戸
　
２
種
２
Ｌ
Ｄ

Ｋ

ｏ
２
万
６
、
０
０
０
円
＝

１
戸

▽
常
用
団
地
　
２
種
３
Ｄ
Ｋ

ｏ
２
万
４
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
＝

１
戸

▽
高
銭
野
団
地
　
１
種
２
Ｄ
Ｋ

ｏ
ｌ
万

８
０
０
円
＝
３
戸
　
２
種
２
Ｄ
Ｋ

・
８
、

５
０
０
円
＝
１
戸

▽
玄
ケ
野
団
地
　
１
種
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
３

万
４
、
７
０
０
円
＝
１
戸
　
２
種
２
Ｌ

Ｄ
Ｋ

ｏ
２
万
５
、

７
０
０
円
＝
１
戸

〔入
居
時
期
〕
１０
月
下
旬

〔申
込
み

。
問
合
せ
〕
９
月
３。
日
④
ま

で
に
、

都
市
対
策
課

（
奮
０

４
１
１
１

内
線
２
３
３
）

ヘ

グ
ロ
ー
パ
ル
ト
ー
ク

イ
　
ン
　
福
　
岡

県
で
は
、
国
際
交
流

の
視
点
か
ら
女

性
問
題
を
考
え
る

「
グ

ロ
ー
バ
ル
ト
ー

ク

・
イ
ン
福
岡
」
を
開
き
ま
す
。

（と
き
〕
Ю
月
１
日
ω
　
午
後

１
時
～

（と
こ
ろ
〕
飯
塚

コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン

〔内
容
〕

▽
有
馬
真
喜
子
さ
ん

（
国
連

婦
人
の
地
位
委
員
会
日
本
代
表
）
の
基

調
講
演
　
▽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ほ
か

入
場
は
無
料
、
託
児
と
手
話
通
訳
あ

り
、

車

い
す
で
も
入
場
で
き
ま
す
。

日
サ
ン
コ
ア
か
ら
、
午
前
９
時
に
バ
ス

で
出
発
し
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
９
月
２６
日

①
ま
で
に
サ
ン
コ
ア
（
奮
０
２
５
１
６
）

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

技
能
検
定
試
験

福
岡
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、

平
成
６
年
度
の
後
期
技
能
検
定
試
験
を

行

い
ま
す
。

（試
験
日
程
〕

▽
実
技
試
験
　
問
題
公

表
＝

Ｈ
月
３。
日
い
、
実
施
＝
１２
月
９
日

④
～
来
年
２
月
２６
日
①
　
▽
学
科
試
験

＝
来
年
２
月
５
日
①
、

８
日
ｍ
、

・２
日

⑪
、

・９
日
⑪

〔試
験
職
種
〕
機
械
保
全
、
半
導
体
製

品
製
造
、

自
動
販
売
機
調
整
等
８４
職
種

〔手
数
料
〕

▽
実
技
試
験
＝
８
、
５
０

０
円
～
１
万
３
、

８
０
０
円
　
▽
学
科

試
験
＝

２
、

６
０
０
円

〔申
込
み
〕
１０
月
３
日
ω
～
１４
日
④

に
、

福
岡
県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
〒
８‐３
福

岡
市
東
区
千
早
５
丁
目
２

１
２４
、

ａ
Ｏ

９
２

ｏ
６
７
１

・
１
２
３
８
）

ヘ

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

準
　
備
　
講
　
習
　
会

ω
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、

危
険
物
取
扱
者
試
験
を
行

い
ま
す
。

〔と
き
〕
ｍ
月
２７
日
⑥
　
午
前
１０
時
～

（と
こ
ろ
〕
久
留
米
工
大
附
属
高
校
（久

留
米
市
上
津
町
）
等
、

県
内

５
会
場

〔内
容
〕
甲
種
、

乙
種

（
第
４
類

・
５

類

。
６
類
）
、
丙
種

〔申
込
み
〕
市
消
防
本
部
に
あ
る
申
込
　
　
¢

み
書
を
、

１０
月
畑
日
④
に
、
久
留
米
市

消
防
本
部

（
久
留
米
市
東
櫛
原
町
）
に

持
か
。
郵
送
の
場
合
は
、

⑭
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
福
岡
県
支
部

（
〒
８‐２
福

国
市
博
多
区
千
代
１
丁
目
２
番
５
号
、

奮
０
９
２

・
６
４
１

・
７
１
９
９
）
へ
。

１。
月
２．
日
の
消
印
ま
で
有
効

囲
準
備
講
習
会

（と
き
〕
１１
月
“
日
硼

〔と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア
視
聴
覚
室

（内
容
〕
乙
種
、
丙
種

〔受
講
料
〕
防
災
協
会
会
員
は
１
、
５

０
０
円
、

会
員
以
外
は
２
、
０
０
０
円
。

そ
の
ほ
か
、
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
３
、

０
０
０
円
程
度

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕
消
防
本
部
予
防

係

套

⑫

２
０
２
と

ス
ポ

ー

ツ

フ

ェ
ス
テ

ィ
バ

ル

市
民
万
歩
大
会

〔と
き
）
１。
月
９
日
ω

〔
コ
ー
ス
）
午
前
８
時
に
羽
犬
塚
小
学

校
に
集
合

（
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
開
会
式
に
参
加
）
↓
西
牟
田
三
柱
神

社
↓
十
連
寺
公
園

（
三
渚
町
）
↓
石
人

山
古
墳
↓
羽
犬
塚
小
学
校

（
約
乾

ロキ
）

〔参
加
費
〕
無
料

〔持

っ
て
来
る
物
〕
弁
当
、

水
筒

〔問
合
せ
〕
藤
田

（
奮
０

４
３
１
６
）
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消

防

設

備

士

法

定

講

習

会

∽
県
消
防
設
備
安
全
協
会
で
は
、
消

防
設
備
士
を
対
象

に
法
定
講
習
会
を
開

き
ま
す
。

（と
き
〕
■
月
１４
日
ω
に
第
１
種

（
甲

乙
１
類
、
２
類
）、
１５
日
い
に
第
３
種
（
甲

乙
４
類
、
乙
７
類
）
午
前
９
時
～

（と
こ
ろ
〕
久
留
米
市
消
防
本
部

（久

留
米
市
東
櫛
原
町
）

〔対
象
〕

▽
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付

を
受
け
た
日
か
ら
２
年
以
内
の
人

▽
前
回
の
講
習
を
受
け
た
日
か
ら
５
年

以
内
の
人

（申
込
み
〕
市
消
防
本
部
に
あ
る
申
込

み
書
を
、

１０
月
６
日
い
に
久
留
米
市
消

防
本
部
に
持
参
。
郵
送
の
場
合
は
、
帥

福
岡
県
消
防
設
備
安
全
協
会

（
〒
８‐０
、

福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
３
丁
目
９

，
７
、

ａ
０
９
２

・
７
２
２

・
１
２
６
５
）

ヘ

Ю
月
１７
日
の
消
印
ま
で
有
効

育
児
休
業

・
介
護
休
業

生
活
資
金
融
資
制
度

県
で
は
、
育
児
休
業
や
介
護
休
業
を

取
得
し
た
人
を
対
象
に
、
休
業
期
間
中

に
必
要
な
資
金
を
、
無
担
保

・
低
利
で
、

長
期
に
わ
た

っ
て
貸
付
け
て
い
ま
す
。

〔融
資
限
度
額
〕
１
０
０
万
円

（
一
括

融
資
）

（対
象
〕

▽
県
内

の
中
小
企
業
に
１
年

以
上
勤
め
て
い
る
人
　
▽
県
内
の
同

一

住
所
に
１
年
以
上
住
ん
で
い
る
人

▽
申
込
み
日
に
、
１
カ
月
以
上
の
休
業

を
取
得
し
て
い
る
人
　
▽
保
証
機
関
の

保
証
が
得
ら
れ
る
人

〔返
済
期
間
〕
５
年
以
内
、
毎
月
元
利

均
等
返
済

（
休
業
期
間
を
限
度
と
し
て

１
年
間
は
元
利
返
済
据
置
が
で
き
、
据

置
期
間
中
は
利
息
の
み
返
済
で
す
）

〔申
込
み
〕
労
働
金
庫

の
各
支
店

ヘ

（問
合
せ
〕
労
働
金
庫

の
各
支
店
か
、

筑
後
労
働
福
祉
事
務
所

（
ａ
⑭
８
０
７

,

)

ま
す
。

問

い
合

せ
は
、
福
岡
労
働
基
準
局
（
奮

０
９
２

・
４
１
１

・
４
８
６
１
）
へ
。

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
で
は
、

再
就
職
を
希
望
す
る
女
性
等
を
対
象

に

就
業
促
進
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き

ま
す
。

〔と
き
〕
Ю
月
１４
日
④
　
午
後
１
時
半

〔と
こ
ろ
〕
久
留
米
市
民
図
書
館

（久

留
米
市
野
中
町
９
７
０

１
１
、
な
④

７

１
１
６
）

〔内
容
〕
講
演

「
女
性
が
再
就
職
す
る

に
あ
た

っ
て
の
意
識
と
行
動
」
、
帥
ビ

ジ
ネ
ス
リ
フ
ァ
イ
ン
代
表
取
締
役
、
大

野
格
子
さ
ん

（定
員
〕
１
２
０
人

参
加
は
無
料
で
す
。
申
込
み
は
県
女

性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

（
奮
０
９
２

・

４
８
１

，
２
４
３
８
）

へ
。

全
国
筑
後
物
産
展

働
久
留
米
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
で
は
、
第
１２
回

「
全
国
筑
後
物
産

展
」
を
開
き
ま
す
。

（と
き
〕
１０
月
１５
日
ω

・
１６
日
①
、
午

前
１０
時
～
午
後

５
時

〔と
こ
ろ
〕
同
セ
ン
タ
ー

（
久
留
米
市

東
合
川
５
丁
目
８
番
５
号
、
奮
⑭
３
７

０
０
）

〔内
容
〕

地
場
産

品
グ

ル
メ
コ
ー
ナ
ー
、

工
芸
品

・
特
産
品

の
展

示
即
売
、

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン
シ

ョ
ー
、
伝
統

工
芸

の
実
演
、

か
す

り

の
オ
ー
ダ

ー
メ
イ
ド
、
そ

の
他

入
場
無
料

で
す
。
問

い
合

せ
は
同

セ

ン
タ
ー

ヘ
。

法
務
総
合
相
談

〔と
き
〕
１０
月
１４
日
④
、
午
前
Ю
時
～

午
後

３
時

〔と
こ
ろ
〕
八
女
社
会
福
祉
会
館

（
八

女
市
大
字
本
町
５
９
９
、
人
女
市
町
村

会
館
隣
）

〔内
容
）
家
庭

の
も
め
ご
と
、
近
隣
と

の
ト
ラ
ブ
ル
、
差
別
問
題
、
法
律

・
不

動
産
問
題
、
戸
籍

・
相
続
問
題
そ
の
他

〔相
談
員
〕
弁
護
士
、
公
証
人
、
人
権

擁
護
委
員
等

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。
問

い
合
せ
は
福
岡
法
務
局
八

女
支
局
（
奮
０
９
４
３
④
２
６
０
３
）
ヘ

郷
土
資
料
館
の
お
休
み

筑
後
市
癖
土
資
料
館

（
水
田
天
満
宮

東
側
）
で
は
、
館
内
資
料
の
整
理
と
展

示
品
入
替
え
の
た
め
、
閉
館
し
ま
す
。

〔期
間
〕
９
月
２６
日
⑪
～
１０
月
３．
日
①

〔問
合
せ
〕
社
会
教
育
課

（
奮
①
４
１

１
１
内
線
４
３
２
）

ヽ

4

`と

４
）

ヘ

時
間
短
縮
奨
励
金

時
間
短
縮
奨
励
金
と
は
、
労
働
基
準

法
に
基
づ
く
週
４。
時
間
制
を
実
施
す
る

計
画
を
持
ち
、
そ
の
計
画
に
従

っ
て
、

①

３
０
０
万
円
以
上
の
省
力
化
投
資
等

（
リ
ー
ス
も
可
）
ま
た
は
②

ｌ
人
以
上

の
労
働
者

の
新
た
な
雇
入
れ
を
行

い
、

週
の
所
定
労
働
時
間
を
１
時
間
以
上
短

縮
し
た
中
小
企
業
主
に
対
す
る
助
成
制

度
で
す
。

常
時
雇
用
す
る
労
働
者
数
等
に
応
じ
、

２５
万
円
か
ら
３
０
０
万
円
が
助
成
さ
れ

団参8カ鍮

①蛇口はこまめにしめる。

②お嵐邑の機り蕩で轟除、焼たく。

③洗車はパケツ洗いに。

④節水洗たく(まとめ洗い、ためすすぎ)を。

⑤トイレの流水は一国に。

引
き
籠
き

舗
ぶ
確
協
れ
を

お
願
い
ｂ
ま
す

き
び
し

い
残
暑
が
続
く
な
か
、
水
の

節
約
に
協
力
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。

３
月
も
雨
の
少

い
状
態
が
続

い
た
た

め
、
筑
後
市
の
水
ガ
メ
で
あ
る
筑
後
川

上
流
の
ダ
ム
の
貯
水
率
は
、
９
月
１２
日

現
在
で
７

・
４
甘

と
激
減
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
水
の
節
約
に
協
力
を
お

願

い
し
ま
す
。

サ

(3)
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県
南
地
区
の
井
戸
水
ヒ
素
汚
染

井
戸
本
の
自
主
検
査
で

筑
後
市
で
も
ヒ
素
を
検
出

ヒ
素

の
検

査

を

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

ど
自
分

の
井
戸
の
水
質
検
査

（
ヒ
素

の
み
）
を
希
望
さ
れ
る
人
に
は
、

検
査

を
あ

つ
せ
ん
し
ま
す
。

〔と
き
〕
１。
月
５
日
い
　
午
前
８
時
半

ヽ
年
後
２
時

〔方
法
〕
市
役
所
環
境
課
で
容
器
を
受

け
取
り
、

井
戸
水
を
採
水
じ
環
境
課
に

持
ち
込
ん
で
料
金
を
支
払
う
。
検
査
項

目
は
ヒ
素

の
み
で
、

結
果
は
後
日
郵
送

し
ま
す
。

〔料
金
〕
２
、

８
２
０
円

（消
費
税
込
）

（問
合
せ
〕
環
境
課

（
奮
０

４
１
１
１

内
線
３
７
１
）

生

徒

募

集

＝
国
語
、
数
学

▽
面
接

〔問
合
せ
〕
八
女
公
共
職
業
安
定
所

（
奮

０
９
４
３
０

６
１
８
８
）
か
同
校

（
奮

⑫

８
７
９
こ

市
で
は
、
７
月
１４
日
と
１５
日
に
、
井

戸
水
の
ヒ
素
検
査

（
市
民
の
み
な
さ
ん

の
持
ち
込
み
に
よ
る
自
主
検
査
）
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
検
査
で
は
、
市
内
全
域
か
ら
３

７
２
カ
所
の
井
戸
水
が
持
ち
込
ま
れ
、

そ
の
結
果
、
市
内
北
部
地
区
の
８
カ
所

の
井
戸
か
ら
、

水
質
基
準
を
超
え
る
ヒ

素
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

（最
高
で
８
・

５
倍
）
基
準
を
超
え
た
家
庭
に
は
、

上

水
道

へ
の
切
り
替
え
を
指
導
し
て
い
ま

す
。

県

立

久

留

米

高

等

技

術

専

門

校

〔訓
練
科
〕

メ
カ
ト

ロ
ニ
ク
ス
科
、

自

動
車
整
備
科

（
い
ず
れ
も
２
年
課
程
）

〔応
募
資
格
〕
高
校
卒
業
以
上
か
、

こ

れ
と
同
等
以
上

（
来
春
卒
業
予
定
を
含

む
）
で
、
原
則
と
し
て
３。
歳
未
満

の
人

〔募
集
期
間
〕
１０
月
３
日
⑪
ま
で

（試
験
）
１０
月
１４
日
④
、

▽
筆
記
試
験

県
立
柳
河
盲
学
校

で
は
、
あ
ん
ま

・

は
り

・
き

ゅ
う

の
講
義
や
簡

単
な
実
習

「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今

日
、

九

月
八
日
は
白
露
。
露
が
白

く
見
え

る

と

い
う

二
十

四
節
気

の

一
つ
で
す
。
心

な
し
か
秋

の
気

配
が
あ
り
、
さ
わ
や

か

さ
が
感

じ
ら
れ
ま
す
ね
」

朝

の

ニ

ュ
ー

ス
で
、
キ

ャ
ス
タ
ー
が

朝

の
あ

い
さ

つ
を

し

て
い
る

の
を
、
見

た

り
聞

い
た
り
し

て
い
る
人
も
多

い
と

思

い
ま
す
。
放

送
局
な
ど

で
は
、
こ
う

し
た
暦
な
ど
の
資
料
を
そ
ろ
え
て
い
て
、

よ
く
季
節

の
あ

い
さ

つ
を

し
ま
す
。

二
十

四
節
気
と

は
、
太

陽

の
黄
経
を

二
十

四
に
分

け
、
そ

の

一
つ
ず

つ
に
季

節
を
当

て
た
も

の
で
す
。
そ

こ
を
太
陽

が

通
過
す

る
時
候

で
、
立
春
や

夏
至
、

大
寒

な
ど

の
名
称
が

つ
け
ら
れ

て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
太
陰
暦

の
名
残

で
す
。

太
陰
暦

で
は
、
太

陽

の
位

置
と

無

関
係

に
暦
日
を
決

め

て
い
た
た

め
、
季
節
が

ど

う
な

っ
て
い
る
か
が

は

っ
き
り
と

わ

か
ら
な
か

っ
た

の

で
す
。
そ

こ
で
季
節

を
わ
か
り
や
す
く
す

る
た
め
に
、

二
十

四
節
気
が
考

え
出

さ
れ
た

の
で
す
。
先

人

の
知
恵

で
す
ね
。

二
十

四
節
気

の
う
ち
、
春
分
や
秋
分

な
ど

は
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か

し
、
九
月
八
日
ご

ろ
の
白
露
は
あ
ま
り

な
じ
み
が

あ
り
ま
せ
ん
。
ち
な

み
に
、

秋

の
節
気
は
次

の
六

つ
が
あ
り
ま
す
。

立
秋
　
八
月
八
日
ご

ろ

処
暑
　
八
月

二
十

四
日
ご

ろ

白
露
　
九

月
八

日
ご

ろ

秋
分
　
九

月

二
十

二
日
ご

ろ

か
ん

ろ

寒
露
　
十
月
九

日
ご

ろ

霜
降
　
十

月

二
十

二
日
ご

ろ

だ

ん
だ

ん
秋
が

深
ま
り
、
寒
さ
が
感

じ
ら
れ
る
言
葉
に
変
わ

っ
て
い
き
ま
す
。

健柳
康理
講尋
座校

を
通
し
て
、

健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送

っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
座
を
開
き
ま

す
。〔と

き
〕
ｍ
月
２。
日
、

■
月
２７
日
、

・２

月
１８
日
、

来
年

１
月
２２
日
、
１
月
２９
日

の
各
日
曜
日
、
午
前
９
時
～
午
後

１
時

〔と
こ
ろ
〕
同
校

（
山
門
郡
三
橋
町
今

古
賀

１
７
０
）

〔内
容
〕
東
洋
医
学
か
ら
み
た
健
康
、

ツ
ボ
と
健
康
、
指
圧
療
法

・
実
技
、

マ

ッ
サ
ー
ジ

・
実
技
、

成
人
病
と
食
事
等

〔定
員
〕
３。
人
、

多
数
の
場
合
は
抽

せ

ん
　
受
講
料
は
無
料

〔申
込
み
〕
往
復
は
が
き
に
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、

１０
月
１１
日
い
ま
で
に
、

〒
８３２
山
門
郡
三

橋
町
今
古
賀
１
７
０
、

県
立
柳
河
盲
学

校
学
校
開
放
講
座
係

（
奮
０
９
４
４
０

２
２
６
３
）
ヘ

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

八
女
保
健
所
で
は
、
親
子
ふ
れ
あ

い

教
室
を
開
き
ま
す
。

（と
き
〕
１０
月
５
日
か
ら
来
年
３
月
１

日
ま
で
の
、
毎
月
第
１
水
曜
日
。
年
後

１
時
半
～
３
時
半

〔と
こ
ろ
〕
同
保
健
所

（
八
女
市
大
字

本
村
２５
）

〔内
容
〕
講
話
と
母
子
プ
レ
イ
の
実
技

〔対
象
〕

１
歳
６
カ
月
か
ら
４
歳
ま
で

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
、
か
加
無
料

〔申
込
み
〕
同
保
健
所
保
健
予
防
課
（
な

０
９
４
３
０

１
１
５
１
内
線
５
３
２
）

磯の翼週要含日
― マナーアップふくおか―

9月 21日 困～30日 a
O高齢者の交通事故を防止しよう
○シートベルトの着用を徹底しよう

動

(4)この広報は再生紙を使用しています。


